
 

産業構造審議会 商務流通情報分科会 

「伝統的工芸品指定小委員会」の設置について 

 

１．設置趣旨 

伝統的工芸品産業の振興に関する法律（伝産法）は、伝統的工芸品の産業の振興を図り、もつ

て国民の生活に豊かさと潤いを与えるとともに地域経済の発展に寄与し、国民経済の健全な発展

に資することを目的としている。 

伝統的工芸品産業の振興にあたり、経済産業大臣は、伝産法に基づき、産業構造審議会の意見

を聴いて、工芸品であって以下５つの要件に該当するものを伝統的工芸品として指定することと

している。 

指定に関する業務を担当する「伝統的工芸品指定小委員会」については、これまで「製造産業

分科会」に置かれていたが、経済産業省組織の再編に伴い産業構造審議会令が改正され、同小委

員会の業務を「製造産業分科会」から「商務情報流通分科会」へと所掌を移管したことに伴い、

同小委員会を製造産業分科会から廃止し、商務流通情報分科会に新設することとしたく、ご審議

いただきたい。 

 

【参考：指定の要件】伝産法第２条 

（１） 主として日常生活の用に供されるものであること。 

（２） その製造過程の主要部分が手工業的であること。 

（３） 伝統的な技術又は技法により製造されるものであること。 

（４） 伝統的に使用されてきた原材料が主たる原材料として用いられ、製造されるものであること。 

（５） 一定の地域において少なくない数の者がその製造を行い、又はその製造に従事しているものである

こと。 

 

２．小委員会での審議事項 

伝産法第２条に基づく伝統的工芸品の新規指定にかかる審議、指定工芸品の指定内容の変更及

び指定の解除について、審議を行う。 

 

３．今後の審議スケジュール 

 令和６年８月２０日  伝統的工芸品の新規指定（２品目）にかかる審議について開催予定。 

 

４．委員名簿（2024年 7月現在。50音順） 

 

倉貫 浩一    株式会社読売新聞東京本社 編集委員 

近藤 都代子 元 文化庁文化財部伝統文化課主任文化財調査官 

佐藤 卓   一般財団法人 伝統的工芸品産業振興協会 専務理事 

富川 匡子   株式会社エミュ  代表取締役社長 

御手洗 瑞子 株式会社気仙沼ニッティング 代表取締役 

山崎 剛    金沢美術工芸大学 教授【委員長】 

 

 

  



 


